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災害に備えて

■
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
…

　

自
然
災
害
も
多
様
化
し
た

　

２
０
０
８
年

　

２
０
０
８
年
も
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
や
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
局
所

的
な
大
雨
な
ど
、
自
然
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
日
本
列
島
。
い
つ
ど
こ
で
遭
遇
す

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
応
す
る
た

め
に
、
普
段
か
ら
の
備
え
と
心
構
え
が

必
要
で
す
。

　

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、

住
民
や
地
域
団
体
と
消
防
、
警
察
、
自

衛
隊
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
が
協
働
し

て
、
毎
年
大
規
模
な
ス
ケ
ー
ル
で
行
わ

れ
る
「
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
」
。
２

０
０
８
年
は
「
〜
見
直
そ
う　

み
ん
な

の
町
と　

防
災
意
識
〜
」
を
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
に
、
８
月
31
日
、
県
北
部
に
位
置

す
る
阿
武
町
で
60
団
体
約
１
、５
０
０

人
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
初

回
の
昭
和
38
年
度
か
ら
数
え
て
43
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
整
備
さ
れ
た
奈
古
漁
港
で

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
訓
練
を

　

実
施！

　

今
回
の
訓
練
は
「
平
成
20
年
８
月
31

日
午
前
８
時
、
県
北
西
沖
を
震
源
と
す

る
地
震
が
発
生
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
８
、
震
度
は
６
弱
（
阿
武
町
）
の
規

模
で
、
発
生
か
ら
約
１
時
間
後
に
３
メ

ー
ト
ル
の
津
波
が
沿
岸
部
に
到
達
」
と

想
定
。
阿
武
町
役
場
、
奈
古
漁
港
（
埋

立
地
）
、
Ｊ
Ｒ
奈
古
駅
の
３
ヶ
所
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
町
内
全
７
会
場
で
住
民

避
難
訓
練
な
ど
の
災
害
予
防
訓
練
、
防

災
関
係
機
関
や
医
療
関
係
機
関
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
救
出
・
救
助

訓
練
及
び
応
急
対
策
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
１
つ
で
あ
る

奈
古
漁
港
は
、
２
０
０
８
年
３

月
に
埋
め
立
て
工
事
が
完
了
し

た
ば
か
り
。
港
の
先
端
部
分
は

ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
機
能
し
、

陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
救
援
物
資
搬
送
や
県
警

広
緊
隊
バ
イ
ク
の
搬
送
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
倒
壊

家
屋
か
ら
の
救
出
救
助
や
、
消

防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
き
ら

ら
」
に
よ
る
津
波
水
難
住
民
つ

り
上
げ
救
助
な
ど
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
訓
練
が
多
く
実
施
さ
れ

た
ほ
か
、
こ
ち
ら
の
会
場
に
は

20
の
展
示
・
発
表
ブ
ー
ス
も
設

置
。
起
震
車
「
ゆ
さ
ゆ
さ
号
」
に
よ
る

地
震
体
験
や
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
体

験
、
応
急
給
水
訓
練
や
大
釜
に
よ
る
250

人
分
の
炊
き
出
し
な
ど
、
多
く
の
テ
ン

ト
が
建
ち
並
び
ま
し
た
。

■
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
る

　

災
害
時
の
心
構
え

　

実
践
さ
な
が
ら
の
緊
張
感

　

山
口
県
建
設
業
協
会
萩
支
部
か
ら
も
、

阿
武
町
奈
古
に
本
社
を
お
く
小
田
建
設

株
式
会
社
か
ら
大
野
幸
雄
さ
ん
、
吉
屋

典
純
さ
ん
の
２
名
が
奈
古
漁
港
会
場
の

訓
練
に
参
加
。
地
震
に
よ
っ
て
、
停
車

中
の
車
の
上
に
土
砂
と
木
材
が
倒
れ
、

道
路
を
ふ
さ
い
で
し
ま
っ
て
い
る
と
い

阿武町

山
口
県
総
合
防
災
訓
練
２
０
０

山
口
県
総
合
防
災
訓
練
２
０
０
8
in
阿
武
阿
武

津
波
、列
車
脱
線
、孤
立
集
落
…
災
害
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

津
波
、列
車
脱
線
、孤
立
集
落
…
災
害
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん！

山
口
県
総
合
防
災
訓
練
２
０
０

山
口
県
総
合
防
災
訓
練
２
０
０
8
in
阿
武
阿
武

津
波
、列
車
脱
線
、孤
立
集
落
…
災
害
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

津
波
、列
車
脱
線
、孤
立
集
落
…
災
害
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん！

山
口
県
総
合
防
災
訓
練
２
０
０

山
口
県
総
合
防
災
訓
練
２
０
０
8
in
阿
武
阿
武

津
波
、列
車
脱
線
、孤
立
集
落
…
災
害
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん！

総合防災訓練

さまざまな展示コーナーテント

大釜での炊き出し

話 す話 す 点 検点 検 準 備準 備

ヘリコプターで県警広緊隊バイクを搬送
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う
想
定
の
も
と
、
土
砂
と
木
材
を
撤
去

す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
バ
ッ
ク
フ
ォ
ー
に
よ
っ
て
大

ま
か
な
土
砂
を
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
積

み
、
残
り
の
土
砂
と
木
材
を
シ
ャ
ベ
ル

で
ず
ら
し
て
、
車
の
上
か
ら
撤
去
し
ま

す
。
バ
ッ
ク
フ
ォ
ー
担
当
の
大
野
さ
ん

と
ト
ラ
ッ
ク
担
当
の
吉
屋
さ
ん
は
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
合
図
を
送
り
な
が
ら
タ
イ

ミ
ン
グ
を
あ
わ
せ
、
息
の
あ
っ
た
素
早

い
行
動
で
、
あ
っ
と
言
う
間
に
土
砂
を

撤
去
。
わ
ず
か
10
分
ほ
ど
の
手
際
の
よ

い
作
業
に
、
見
学
者
も
目
を
見
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
お
二
人
に
お
話
を
伺
う

と
、
大
野
さ
ん
は
「
ま
だ
地
震
の
時
に

作
業
に
出
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
阿

武
町
は
日
本
海
沿
岸
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
高
潮
や
豪
雨
の
災
害
の
頻
度
は
高

い
で
す
。
今
日
の
よ
う
な
訓
練
を
行
う

こ
と
で
、
ど
ん
な
と
き
で
も
冷
静
に
対

応
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
日
頃
か

ら
心
構
え
の
大
切
さ
を
話
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
吉
屋
さ
ん
は
「
こ
の

仕
事
に
つ
い
て
28
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

10
年
前
豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
の
現
場

に
向
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
現

場
の
惨
状
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

作
業
中
は
『
下
を
掘
る
と
上
の
も
の
が

落
ち
て
く
る
』
。
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
現
場
で
は
、
い
つ

も
以
上
に
『
当
た
り
前
』
に
注
意
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
」
と
二
次
災
害

の
危
険
性
に
つ
い
て
改
め
て
気
を
引
き

締
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
■
県
内
初
、列
車
脱
線
事
故
を

　

想
定
し
た
訓
練
も
実
施！

　

そ
の
ほ
か
、
阿
武
町
役
場
会
場
で
は
、

阿
武
町
災
害
対
策
本
部
、
山
口
県
現
地

災
害
対
策
本
部
、
消
防
応
援
活
動
調
整

本
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
参
加
団

体
に
よ
る
緊
急
連
絡
用
回
線
の
開
通
、

提
供
訓
練
が
行
わ
れ
、
災
害
時
の
情
報

伝
達
の
中
心
部
と
し
て
の
運
営
訓
練
を

実
施
。
Ｊ
Ｒ
奈
古
駅
で
は
、
列
車
脱
線

事
故
を
想
定
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
、
約

40
名
の
乗
客
を
Ｊ
Ｒ
社
員
や
県
緊
急
消

防
援
助
隊
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
、
地
元
消
防
団
が
救
出
作

業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
イ
ン

会
場
以
外
で
も
、
災
害
時
に
体
の
不
自

由
な
方
を
避
難
さ
せ
る
訓
練
や
、
火
災

防
御
訓
練
、
中
山
間
地
域
で
の
孤
立
集

落
を
想
定
し
た
孤
立
住
民
救
出
や
救
援

物
資
搬
送
な
ど
、
地
域
の
状
況
に
即
し

た
訓
練
が
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　

夏
休
み
最
終
日
に
行
わ
れ
た
今
回
の

総
合
防
災
訓
練
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は

も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
連
れ
や
小
・
中
学

生
の
団
体
な
ど
多
数
見
学
者
が
あ
り
ま

し
た
。
訓
練
の
数
々
か
ら
伝
わ
っ
た
緊

迫
感
に
、
災
害
は
他
人
事
で
は
な
く
、

い
つ
自
分
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
出

来
事
な
の
だ
と
、
改
め
て
防
災
に
つ
い

て
考
え
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

山
口
県
総
合
防
災
訓
練
２
０
０
8
in
阿
武

津
波
、列
車
脱
線
、孤
立
集
落
…
災
害
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん！

山
口
県
総
合
防
災
訓
練
２
０
０
8
in
阿
武

津
波
、列
車
脱
線
、孤
立
集
落
…
災
害
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん！

山
口
県
総
合
防
災
訓
練
２
０
０
8
in
阿
武

災害時の対策について説明

撤去作業はあざやかなコンビネーション

左：吉屋典純さん、右：大野幸雄さん

「自宅近くの避難場所はどこか」
「家の中で一番安全な場所はどこか」

など、家族で話し合う

リビングや寝る場所の近くに
家具が倒れてこないよう配置したり
タンスや本棚を固定するなど

家の中を点検する

すぐに取り出せる場所に
懐中電灯やラジオ、非常食
水など非常持ち出し品を

準備しておく

話 す話 す話 す話 す 点 検点 検点 検点 検 準 備準 備準 備準 備話 す 点 検 準 備

地 震 に 対 す る 防 災 対 策


